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女川原子力発電所１号機 第１８回定期検査の状況 

（平成２０年３月分） 

１．  定期検査の進捗状況 

女川原子力発電所１号機は、平成２０年２月１４日より第１８回定期検査を実施してお

ります。 

現在、原子炉再循環系配管の点検および水没弁の点検を実施しております。 

（添付－１  女川原子力発電所１号機  第１８回定期検査  主要点検工程表  参照） 

 

２． 主要機器の点検状況 

主な機器の点検状況は以下のとおりです。 

（１）制御棒駆動機構の点検 

８９体ある制御棒駆動機構のうち２１体を取外し、そのうち１５体について分解点検を

実施してその健全性を確認しました。また、残りの６体については、予備品との取替えを

実施しました。 

なお、分解点検を実施した制御棒駆動機構１体において、組み込まれていた部品のシリ

アル番号が記録と異なっていたことから､調査のため分解点検対象外の制御棒駆動機構１

体を追加して取外し､分解点検を実施しました。調査の結果、本事象は部品の取り違いで

はなく､記録の誤記であったことを確認しました。 

（２）水没弁の点検 

弁の分解点検を実施するために、原子炉圧力容器および圧力抑制室内の水抜き作業を実

施しております。 

（３）炉心シュラウドの点検 

第１５回定期検査で確認された炉心シュラウド溶接線（中間リング／下部リング）のひ

びについて、その進展状況を確認するため、外観点検および超音波探傷検査を実施してお

ります。 

別紙 
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（４）原子炉再循環系配管の点検 

原子炉再循環系配管の溶接継手部について超音波探傷検査を実施しております。 

 

３． トラブルに該当しないひび、傷等の状況について 

平成２０年３月の主要機器の点検状況は、添付－２のとおりです。 

 

以 上 



女川原子力発電所１号機　第１８回定期検査　主要点検工程表

年　月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 -13 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77

定期検査開始

水没弁点検

原子炉再循環系配管点検

燃料設備点検

クラス１機器およびクラス２機器供用期間中検査

主蒸気隔離弁分解検査

主蒸気逃がし安全弁分解検査

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

水没弁点検

原子炉再循環系配管点検

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置
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主 要 工 程
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女川原子力発電所１号機 主要機器点検情報（平成２０年３月） 

設備名 設備 
区分 実施内容 検査 

区分 概     要 

制御棒駆動水

圧系 

○ 分解点検 点 ・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の
スクラム出口弁（以下、「当該弁」という。）の漏えい試
験を実施したところ、２ユニットの当該弁に判定基準を超
える下流側へのしみ出しが発生しました。 

・ しみ出しが確認されたことから、当該弁を分解点検したと
ころ、弁体の一部に異物の噛み込みによると思われる傷を
発見しました。 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響をあたえるもので
はありませんが、今後、当該弁の弁体（弁体、弁棒一体型）
の取替えを行います。 

（詳細については、個別情報Ｎｏ．１参照）
圧力抑制室 △ ― ― ・ 圧力抑制室内の塗装状況の点検を実施したところ、カッタ

ーナイフなどの異物を発見しました。発見した異物は全て
回収しました。 

・ なお、発見した異物は、最大でも約２０ｃｍ×１２ｃｍ（グ
リーンマット）であり、圧力抑制室内に設置されている非
常用炉心冷却系ストレーナを閉塞させるものではありませ
んでした。 

・ 今後も引き続き、異物混入防止対策を徹底してまいります。
（詳細については、個別情報Ｎｏ．２参照）

制御棒駆動水

圧系 

○ 分解点検 点 ・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の
スクラム出口弁および入口弁（各１３台）について、計画
通り分解点検を実施したところ、スクラム出口弁１台、ス
クラム入口弁４台（以下、「当該弁」という。）に傷等を
発見しました。 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響をあたえるもので
はありませんが、今後、当該弁の弁体（弁体、弁棒一体型）
の取替えを行います。 

（詳細については、個別情報Ｎｏ．３参照）
制御棒 ○ 外観点検 点 ・ 第１７回定期検査時に上部（ハンドル／シース部）にひび

が発見されたボロンカーバイド粉末型制御棒（以下、「制御
棒」という。）１７本について外観点検を実施したところ、
２本の制御棒について、ひびがつながり三角形の形状にな
っていることを発見しました。 

・ 制御棒の機能に直接影響をあたえるものではありません
が、今後のひびの進展を考慮し、念のため新品と交換する
ことにしました。 

・ また、他にひびが認められている１５本の制御棒について
は健全性が損なわれることがなく、ひびのある状態で継続
使用しても原子炉の安全性に影響を与えるものでないこと
を確認していることから、今後も引き続きひびの状態を監
視しながら継続使用していきます。 

（詳細については、個別情報Ｎｏ．４参照）
【設備区分】○：安全上重要な系統（原子炉圧力バウンダリ、原子炉本体、非常用炉心冷却系等） 

  △：それ以外の系統 
【検査区分】定：法令に基づき国または独立行政法人 原子力安全基盤機構が実施する定期検査 

  事：法令に基づき当社が実施する定期事業者検査 
      点：保守管理に基づく点検・補修等 

   添付－２ 
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．１   （平成２０年３月分） 

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の弁から下流側へのしみ出しについて 

月 日 平成２０年２月２９日（金） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 
系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水を供給する系統で

す。 

所 見 

・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内のスクラム出口弁（以
下、「当該弁」という。）の漏えい試験を実施したところ、２ユニットの当該弁
に判定基準を超える下流側へのしみ出しが発生しました（２月２９日）。 

・ しみ出しが確認されたことから、当該弁を分解点検したところ、弁体の一部に異
物の噛み込みによると思われる傷を発見しました。 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響をあたえるものではありませんが、今後、
当該弁の弁体（弁体、弁棒一体型）の取替えを行います。 

                              

 

 

                               

 

 

当該弁

挿
入 

系 統 概 略 図 

制御棒 

排水ﾍｯﾀﾞへ 

駆動水ﾍｯﾀﾞより

：制御棒挿入時の流れ方向 

充填水ﾍｯﾀﾞより

アキュムレータ 窒素容器

水

窒素

アキュムレータ 

窒素容器 

水圧制御ユニット 概略図

窒素

スクラム排出容器へ

弁体 

弁棒 

：傷発生箇所 
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．２   （平成２０年３月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 圧力抑制室プール内の異物について 

月 日 平 成 ２０年 ３月 １０日 （月 ） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 圧力抑制室 設備区分 それ以外の系統 

設備概要 

圧力抑制室は、原子炉格納容器の下部にあり、原子炉格納容器内圧力が蒸気等
で上昇した場合に、その蒸気を圧力抑制室内に導いて冷却することで原子炉格納
容器内の圧力を低下させる設備です。 
また、原子炉冷却材喪失事故時に作動する非常用炉心冷却系の水源として、水

を貯蔵しています。 

所 見 

・ 圧力抑制室内の塗装状況の点検を実施したところ、カッターナイフなどの異
物を発見しました。発見した異物は全て回収しました（３月１０日）。 

・ なお、発見した異物は、最大でも約２０ｃｍ×１２ｃｍ（グリーンマット）
であり、圧力抑制室内に設置されている非常用炉心冷却系ストレーナを閉塞
させるものではありませんでした。 

・ また、現在も圧力抑制室内の点検を実施中であることから、新たに異物を発
見した場合も全て回収を行います。 

・ 今後も引き続き、異物混入防止対策を徹底してまいります。 
 

                              
№ 分類 数量 № 分類 数量

１ カッターナイフ １ ４ ワッシャ １ 

２ 蝶ナット １ ５ グレーチングストッパ ２ 

３ 端子 １ ６ ナット １ 

７ グリーンマット １  

合  計 ８ 

 

発見された異物 

カッターナイフ 

発見された主な異物 

 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 

圧力抑制室 

蝶ナット 端子 ワッシャ 

グレーチング 
ストッパ 

ナット グリーンマット
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．３   （平成２０年３月分） 

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁体、弁棒の傷などについて 

月 日 平成２０年３月１３日（木） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 
系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水を供給する系統で

す。 

所 見 

・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内のスクラム出口弁およ
び入口弁（各１３台）について、計画通り分解点検を実施したところ、スクラム
出口弁１台、スクラム入口弁４台（以下、「当該弁」という。）に次の事象を発
見しました。 

弁種類 発見した事象 
スクラム出口弁 弁体シート面の軽度な腐食 
スクラム入口弁 弁体シート面の打痕傷 
スクラム入口弁（３台） 弁棒摺動部の傷 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響をあたえるものではありませんが、今後、
当該弁の弁体（弁体、弁棒一体型）の取替えを行います。 

                              

 

                               

 

 

スクラム出口弁 

系 統 概 略 図 

：制御棒挿入時の流れ方向 

アキュムレータ 

窒素容器 

水圧制御ユニット 概略図：弁棒傷発生箇所 

スクラム入口弁 
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入 

スクラム排出容器へ 

制御棒 

アキュムレータ 窒素容器

水

窒素 

窒

素

：弁体腐食発生箇所

排水ﾍｯﾀﾞへ 

駆動水ﾍｯﾀﾞより 

充填水ﾍｯﾀﾞより 



  

 －8－ 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．４   （平成２０年３月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 ボロンカーバイド粉末型制御棒上部のひびについて 

月 日 平 成 ２０年 ３月 １８日 （火 ） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒 設備区分 
安全上重要な 
系統 

設備概要 ボロンカーバイド粉末型制御棒は、原子炉出力を制御するための設備です。 

所 見 

・ 第１７回定期検査時に上部（ハンドル／シース部）にひびが発見されたボロン
カーバイド粉末型制御棒（以下、「制御棒」という。）１７本について外観点検
を実施したところ、２本の制御棒について、ひびがつながり三角形の形状にな
っていることを発見しました（３月１８日）。 

・ ひびがつながり三角形の形状になっている箇所があっても、制御棒の機能に直
接影響をあたえるものではありませんが、今後のひびの進展を考慮し、念のた
め新品と交換することにしました。 

・ また、他にひびが認められている１５本の制御棒については、健全性が損なわ
れることがなく、ひびのある状態で継続使用しても原子炉の安全性に影響を与
えるものでないことを確認していることから、今後も引き続きひびの状態を監
視しながら継続使用していきます。 

 

 

ボロンカーバイド粉末型 
制御棒概要図 
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【１本目】 

【２本目】 

１７回定期検査時 １８回定期検査時（今回）

１７回定期検査時 １８回定期検査時（今回）

ハンドル／シース部


